
海

蓮

業

の

集

中

げ

椎

名

幾

三

郎

一
、
序

二
、
海

蓮
業
集
中

の
主
た

ろ
原
因

三
、
其

作

用

四
、
特

殊
の
原

因

五
、
結

論

往
時
に
於

て
は
、
商

人
自

ら
船

舶
を
所
有
し

て
、
自

己
の
商
品
を
運
邊
し
尤
。
從

つ
て
、
此
時
代

に
は
、
未
だ

海

運
業

な
る
濁

立
せ
る
企
業
は
存
在
し
て
ゐ
な
か

つ
控

の
で
あ

る
。
然

る
に
、
海

上
交
通

の
密
度
が
増
大
す

る
に

っ
れ

て
、
商
人

の
手

を
放

る

＼
に
至

つ
π
。
海
運
が

か

＼
る
猫

立

の
企
業

π
る
地
位

に
達

し
虎

る
時
期

は
、
國

に
ょ

っ
て

海

蓮
業

の
集

中

四
七
三
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異

る
。

こ
れ
ら

の
時
期

は
西
欧

に
於

て
は
、
十
七
世
紀

の
中
葉
、
米

國

に
於

て
は
十
九
世
紀

の
初
頭

、
而
し

て
我

國

に
於

て
は
明
治

二
年
と
考

へ
ら
れ

る
。

さ
て
、
か
く

の
如
く
濁

立
せ
る
乙
と
そ
れ
自
身
が
す
で
に
海
運
業

集
中

の
第

一
歩
で
あ

る
。

而
し

て
、
事
實
上
、

此
企
業
は
盆

々
集
中

の
傾

向
を
辿

つ
π

の
で
あ

る
。
然

し
乍
ら
、
此
傾

向
が
急
激

と
な
う
且

つ

一
般
的
と
な

つ
π
の

は
、
實

に
+
九
世
紀
中
葉

以
降

の
乙
と

で
あ

る
。

即
ち
其
當
時

に
於

て
は
、
大
船
主

と
錐
も
歎
隻

の
帆
船

を
有
す

る

に
過
ぎ
な
か

つ
た
の
で
あ

る
が

、
其
後

其
所

有
噸
藪

は
激
壇
し

、

一
九

二
四
年

六
月
末

の

ロ
イ
ド
調
査

に
依
れ
ば

、

総

噸
歎

二
十
萬

噸
以
上
を
所

有
す

る
船

主

の
数

は
四
十
九
を
算

し

、
五
十
萬

噸
以
上
を
有
す

る
者

の
み
に
て
も
、
入

つ
を
歎

へ
得

る

の
で
あ

る
。
而
し

て
此
等

の
四
+
九
船
主
は
全
世
界

の
船

舶
総

噸
藪

の
三
分

の

一
強
を
支
配
し
、
そ

の
う
ち
最
大
な

る
入
船
主

は
、
全
船
舶

の
六
分

の

一
強
を
所
有
し

つ
＼
あ

る
。

今

現
存
す

る
大
海
運

會
肚

の
過
去
を
顧
み
る
に
、
世
界
第

二
の
大
船
主

た
る
英

印
會
肚

は

一
九
〇

一
年

に
於

て
三

十
六
萬

鯨
噸
を

有
し
π
る
に
、
現
時

に
於

て
は
七
十
七
萬

噸
を
有
し

、
P
O
會
肚
は
同
年

三
十

二
萬

鹸
噸
を
有
し
π

る
に
、
現
時

に
於

て
は
五
+
三
萬
鯨
噸
を
支
配
す

る
。
わ
が

日
本
郵
船

會
肚
は
其
創

立
當

時
即
ち
明
治
十
入
年

十
月

一
日
に
於

て
、
其
所
有
汽
船

の
噸
数

は
六
萬

入
千
飴
噸
に
過
ぎ
な
か

つ
虎
。
し

か
も
、
當
時
、
我
國

に
於

て
は
、
薪

然

頭
角
を
現

は
せ
る
大
船
主
で
あ

つ
π
。
然

る
に
現
時

に

於

て
は
、
大
約

、
之

に
十
倍

す

る

船
舶
を
有
す
る
。
ま



π
、
わ
が
大

阪
商
船
會
肚
は
明
治

二
十
年
に
は

、

】
萬

三
千
噸

の
船
舶
所
有
者
で
あ

つ
π
。
然

る
に
、
逓
信
省

調
査

に
依
れ
ば
、
同
會
肚
は
大
正
十
四
年
末

、
す
で

に
、
四
十
萬
噸
鯨
を
所
有
す
る
大
會
肚
と
な

つ
た

の
で
あ

る
。

か
く

の
如
く

、
海
運
業
は
集

中
し

π
。
而
し
て
盆

々
集
中

し

つ

＼
あ

る
。
勿
論

、
運
逞

の
目
的

の
異

る
に
從

つ

て
、
其
事

業

の
集
中

の
程
度

は
同

じ
で
は
な

い
。
例

へ
ば
族
客
蓮

邊
業

に
於

て
は
、
其
集
中

が
盛
で
あ

る
が

、
貨

物

浬
邊

に
於

て
は
さ
ほ
ど
で

は
な

い
。

さ
て
、
然
ら
ば

、
海
運
業
集
中

の
原
因
は
如
何
。
更

に
進

む
で
其
集
中

の
程
度
が
旅
客
運
邊
業
と
貨

物
蓮
邊
業
と

に
於

て
異

れ
る
理
由
如
何
。
此
小
論
文
は
正
に
此
等

の
問

に
答

へ
ん
と
す

る
も
の
で
あ

る
。

=

海
運
業
集
中
が
+
九
世
紀

の
中
葉
即
ち
蒸
汽
が
船
舶
に
慮
用
さ
れ
π
る
時
期
以
後
に
於
て
急
激
と
な
う
且

つ

一
般

的
と
な

つ
π
乙
と
及
び
他
の
産
業
に
於

て
革
命
が
行
は
れ
π
る
は
蒸
汽
が
工
業
に
鷹
用
さ
れ
穴
る
に
因
る
こ
と
を
知

る
も
の
は
、
海
運
業
集
中

の
原
動
力
は
蒸
汽
で
あ
る
こ
と
を
躊
躇
な
く
承
認
す
る
で
あ
ら
う

(註
)。

然
わ
工
業
及
び

蓮
逞

へ
の
蒸
汽
の
慮
用
は
蓮
邊
品
の
性
質
及
び
船
舶
自
身

に
重
大
な
る
愛
化
を
惹
起
し
π
。
即
ち
直
接
的
に
は
、
蒸

汽

の
鷹
用
は
船
舶
及
び
運
邊
の
條
件
を
漫
化
し
、
か
く
て
、
往
時
夢
想
だ
も
さ
れ
な
か
つ
π
物
が
長
距
離

に
亙

つ
て

 海
蓮
業

の

集

中

四
七
五



、

商

學

討

究

第

二
雀

(
下
)

四
七
六

運
逸
さ
れ

る
に
至

つ
カ
。
間

接
的

に
は
蒸
汽

の
慮
用
は
海

上
貿
易

を
支
配
す
る
緯
濟
事
情

の
全
膿
を
墾
化
せ
し

め
た

の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
我
等

は
蒸
汽
が
如
何

に
し

て
海
蓮
業
を
集
中

せ
し
め
π
る
か
を
問

は
ね
ば
な
ら
な

い
。
以
下
族

客

蓮
邊
業

と
貨
物
運
邊
業
と

に

つ
い
て
別

々
に
其
経
過
を
詳
細

に
研
究

し

て
見

π

い
。

(註
)

国
・
男
」
。ぎ
6
ジ
0
8
醤

彗
山
H巳
着
告
芝
緯
臼
月
量
霧
℃
。『言
仲δ
♪
憎
」
ω
国.

≡

 

蒸
汽

を
船

舶
に
鷹
用

し
π
る
に
依
う
、
船
舶
そ

の
竜

の
が
愛

化
し
、
船
舶

の
愛

化
は
、
運
迭

の
目
的
物

の
種
類

に

大

な
る
憂

動
を
惹
起
し
た
。
然

b
而
し

て
、
此
愛
動

は
さ
ら

に
船

舶
を
灘
花

す
る
に
至

つ
尤
。

か
く

の
如
き

因
果
關

係

は
相
牽

ゐ
て
、
海
運
業

の
集
中
を
激
成

し
た

の
で
あ

る
。
以
下

順
次
之
を
読

明
し
て
見
や
う
。

A

蒸

冶
3「

の

磨

用

初

め
て
太

西
洋

を
汽
船
が
横
断
し
た

の
は

一
入
二
五
年

の
こ
と
で
あ

り
其
船
名

を

サ
ヴ
ア
ナ
と

い
ふ
。
第

二
同

の

横
断

は

一
入

三

一
年

ロ
ー
ヤ
ル

・
ウ
イ
リ

ヤ
ム
ス
號

に
よ

つ
て
行

は
れ
、
第

三
同

は

一
入
三
入
年

同
名

の
船

舶

に
よ

つ
て
行
は
れ
π
。
然
し
此
等

の
航
海
は
経
濟
的

に
は
失
敗
で
あ

つ
た
。
而
し

て
海

上
蓮
途

の
組
織
を
革
命
化
す

べ
き
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使
命
を
帯
び
た
る
此
の
技
術
上
の
進
歩
が
経
濟
上

の
結
果
を
牧
め
得
π
の
は
た

臆
前
世
紀

の
中
葉
の
こ
と
で
あ
る
。

き
て
、
蒸
汽
船

の
出
現
が
如
何
に
し
て
海
運
業

の
集
中
を
來
し
虎
る
か
を
知
ら
む
と
す
れ
ば
、
其
出
現
以
前

の
船

舶
即
ち
帆
船
と
汽
船

の
比
較
を
試
み
ね
ば
な
ら
澱
。

此
比
較
よ
り
現
る
＼
第

一
の
黙
は
蒸
汽
の
使
用
は
よ
う
高
慣
な
る
船
舶
を
必
要
な
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
か

つ

て
鋼
鐵
を
以
て
帆
船
を
造

つ
力
時
代
即
ち
今
よ
う
三
十
年
以
前
に
於
て
、
小
速
力
の
蒸
汽
船
即
ち
最
竜
貧
溺
な
る
貨

物
船

の
造
船
費
は
同
じ
積
載
能
力
を
有
す
る
帆
船

の
そ
れ
の
二
倍
で
あ
つ
虎
。
即
ち
海
上
運
途
具
は
忽
ち
に
し
て
少

く
と
竜

一
〇
〇
%
だ
け
其
慣
額
を
塘
し
カ
の
で
あ
る
。
從

つ
て
中
産
の
海
運
業
者

の
多
く
は
排
斥

さ

れ

る

に

至

つ

π
。
換
言
す
れ
ば
小
額

の
資
本
と
限
あ
る
信
用
し
か
無

い
者
は
其
事
業
を
放
棄
す
る
か
或
は
少
く
と
も
濁
力
で
之
を

途
行
す
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
カ
の
で
あ
る
。
か
く
て
他
人
と
協
力
す
る
の
必
要
に
迫
ま
ら
れ
た
。

然
し
乍
ら
、
か

」
る
必
要
は
船
舶

の
購
入
又
は
建
造
の
註
文
に
の
み
關
し
て
起

つ
π
の
で
は
な

い
。
此
等

の
船
舶

は
之
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
滋
。
然
る
に
汽
船

の
運
航
費
は
帆
船
の
そ
れ
よ
う
遙
か
に
多
額
で
あ

る
。
例
を
三
千
噸
の

帆
船
と
汽
船
に
採

つ
て
見
や
う
、
三
千
噸
の
帆
船

の
乗
組
員
は
同
じ
大
さ
の
汽
船

の
そ
れ
よ
う
竜
、
多
歎
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
汽
船

に
要
す
る
経
費

の
項
目
は
甚
し
く
多

い
。
其
最
竜
重
大
な
る
は
燃
料
炭
で
あ
る
。
三
千
噸
の
汽
船

は
少
く
と
も
約

一
千
馬
力
の
機
關
を
備

へ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、

一
馬
力

一
時
間
は
、
凡
そ

一
キ

ロ
の
石
炭
を
清
費
す

海

蓮

業

の

集

中

四
七
七
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四
七
八

る
。

さ
れ
ば
、
此
汽
船

は

一
時
間
に
約

一
噸
即
ち

一
日
に
二
十
四
噸

の
石
炭

を
消
費
す
る
。
か
う
に
、
實
際
上
此
船

が

一
年
に
二
百
五
十
日
だ
け
航
海
す
る
と
す
れ
ば
i

港
濁
に
碇
泊
す
る
時
間
及
び
修
繕
並
に
掃
除
等
に
要
す
る
時

間
を
控
除
し

て
も
此

日
藪

は

ミ

ニ
マ
ム
で
あ

る

一
ケ
年

に
六
千
噸

の
燃

料
炭

を

必
要
と
す

る
。

而
し
て
炭
慣

一

噸
十

二
圓
と
し

て
計
算
す

れ
ば

、
其
燃
料
費

は
七
萬

二
千
圓

に
達
す

る

の
で
あ

る
。
し
か
も
、
此
所

に
我
等

が
取
扱

ひ
π

る
船
舶

は
小
さ

い
竜

の
で
其
速
力
竜
逞

い
竜

の
な

の
で
あ

る
。

さ
ら

に
汽
船

の
運
航
費

は
、
帆
船

の
場
合

に
比
し
て
、
蓬

か
に
多
数

に
し
て
複
難

な

る
修
繕

に
關
す

る
費

用
に
よ

つ
て
塘
加

せ
ら

る
＼
。
即
ち

帆
船
は
微

妙
な

る
機
械
を
備

へ
て
ゐ
な

い
か
ら
殆
ど
修
繕

を
要
さ

諏
が
、
汽
罐

に
は
定

期
的
掃
除
を
要
す

る
。
す

べ
て

の
機
械

は
、
そ
れ
が

如
何

に
軍
純

で

あ

つ

て

も

、
綿

密
な
る
手

入
を
要
し

且

つ
し

ば
ぐ

取
替

ふ
る

こ
と
を
要

求
す

る
。

此
等
が

、
結

局
、
費
用

を
惹
起
す
る

こ
と
勿
論
で
あ

る
。

之
等
だ

け
で

、
す

べ
て

Ψ
は
な

い
。
汽
罐

は
船
禮

よ
う
も
短
命

で
あ

る
。
+
年
乃

至
十

二
年
間
使
用

し
カ
る
後

に

は
、
汽
罐
を
取

替

へ
る

こ
と
が
殆
ど

一
般

の
慣
習
で
あ

る
。
其
作
業
費

は
多
額
で
あ
う
、

且

つ
船
燈

を
改
造
せ
ね
ば

な
ら

諏

こ
と
が
し
ば
く

あ

る
。
而
し
て
、
汽
罐

の
第

一
同

の
取
換
後
は
、
其
船
舶

は
第

二
同

の
取
換
を
駕

す

の
慣

値
を
有
す

る

こ
と
稀
で
あ

る
。
實
に
其
時

に
は
船
齢

ば
二
+
歳

を
超

え
て
ゐ
る
の
で
あ

る

(註
)。

そ

し
て
、
疲

れ
切

つ
て
藻

臓
け

の
殼
と
な

つ
て
ゐ
る
。
之
に
反
し

て
鋼

鐵
帆
船

は
よ
く
手

入
を
す

れ
ば
普
通

三
十

、
時

に
は
四
十

の
年
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β

O

齢
を
保

つ
。
從

つ
て
其
減
償
償
却
は
よ
6
長
期
に
亙
る
。
よ
つ
て
、
蓮
航
費
は
そ
れ
だ
け
輕
減
さ
れ
る
。
之
を
實
例

に
徴
す
る
に
帆
船
所
有
者

に
し
て
其
船
舶

の
原
慣

の
三
%
を
毎
年
規
則
的
に
償
却
す
る
者
は
普
通
に
愼
重
な
る
船
主

と
考

へ
ら
れ
る
が
、
汽
船
所
有
者
に
し
て
毎
年

五
%
以
下
を
償
却
す
る
も

の
は
危
瞼
な
る
経
濟
状
態

に
在
る
者
と
見

倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(註
)

便
東
氏
に
二
十
五
年
な
以
て
瀕
齢
期
と
見
ろ

(
同
氏
著
日
本
の
海
蓮

旧
四
六
頁
)

か
く

の
如
く

、
近
世

の
海
運
業

に
は
多
額

の
資
金

を
要
す

る
が
故

に
小
資

本
家

は
之

に
指

を
染

む
る

こ
と
が
出
來

な

い
。
緩

行
船

さ

へ
を

竜
所
有
し
得
な

い
。
そ

の
上

、
蒸

汽
力

の
慮
用

に
依

つ
て
、
船
舶

の
速
力
が
塘
加
す

る
に
至

つ
て
は
、
愈

々
盆

々
然

り
で
あ
る
。
も
と

よ
う

、
高
速
力

は
、
蒸
汽
力
が
要

す
る
多
額

の
費
用

に
劃
す

る
報

酬
で
あ

る
。
然

し
乍
ら
、
速
力

は
、
技
術
上

、
甚
だ
し
く
塘
加
し
易
き

を
以

て
、
汽
船
間

に
速
力
競
宰

が
起

る
。
而
し

て
、

此
種

の
競
孚

は
莫
大
な

る
費
用

を
招
く

の
で
あ

る
。
此
黙

は
後

に
之

を
説
明
す
る
。
勿
論
、
帆
船

時
代

に
も

、
す
で

に
速
力
競

孚
が
行
は
れ
た
。
然
し
、
そ
れ
は
極

め
て
狡

い
範
園

に
限
ら

れ
π

一
種

の

ス
ボ

ー
ト
で

あ

つ
た
。

即
ち

水

夫

の
熟
練
と
造
船
者

の
工

夫
に
よ

つ
て
極
く

少
し
ば
か
り
速
力

を
大

に
し
得

力

の

で

あ

る
。
然

る
に
現
時

に
於

て

は
、
速
力
競

箏
の
範
園

は
援
大
し
相
手
方

を
追
越
す

に
は
互
額

の
費
用

を
要
す

る
に
至

つ
π
。
而
し
て
此
等

の
費
用

を
自

ら
負
憺

し
得

る
汽
船
會
肚
は
例
外
的

に
し
か
無

い
の
で
あ

る
。
即
ち
最
も
有
力
な
會
肚
で
も
直
接
又
は
間
接

に

海

蓮
業

の
集

中

四
七
九
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國

家

の

補

助

を

う

け

ゐ

る

の

で

あ

る

。

四
八
〇

B

海
上
蓮
逡
目
的
物
の
愛
遷

`

船
舶

の
憂

化
及
び
海
運
業

の
集
中
に
及
し
π
る
蒸
汽

の
影
響
を
更
に
明
確
に
捕

へ
ん
に
は
、
海
上
商
品
が
如
何
に

愛
化
し
、
而
し
て
此
漣
化
が
更

に
船
舶
自
身
に
反
作
用
を
爲
し
カ
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

抑

々
汽
船
に
よ
る
運
逸
は
次
に
述
ぶ
る
が
如
き
種

々
の
利
盆
を
件

ふ
が
故
に
、
此
等
の
利
盆
に
引
き

つ
け
ら
れ
て

若
干
の
新
商
品
が
海
上
運
迭

の
目
的
と
な
つ
た
。

其
利
盆
の
第

一
は
言
ふ
懐
で
も
な
く
運
迭
が
規
則
的
に
な

つ
π
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
蒸
汽
の
慮
用
は
航
海

の
期
間
を
確
定
的
に
し
た
。
之
は
正
し
く
重
大
な
る
新
事
實
で
あ
る
。
帆
船
は
少
く
と
も
風

の
懐
に
ー

動
か
さ
れ

る
、
勿

論
水
夫
は
弱

い
風
や
逆
風
な
ど
を
も
利
用
し
得
や

う
。
彼

は
電
光
形
を
作

つ
て
進

み
得

る
、
然
し
乍

ら
水
夫

は
風

な
る
推
進
力

に
服
從

せ
ね
ば
な
ら

綴
、
然

る
に
汽
船

に
在

つ
て
は
彼

は
推
進
力

の
主

人
で
あ
る
。
長

い
航
海

に

於

て
は
、

一
方

に
は
数
遇
問

に
達
す

る
不
確
實
が
あ
ウ
、
他
方

に
は
殆
ど

一
定
不
動

の
航
海
期
聞
が
あ

る
。
欧
洲
と

一=

ー
カ

レ
ド

ニ
ァ
と

の
間
を
追
風

を
受
け

て
航
海
す

る
帆
般

は
其
航
海

に
九
十

日
を
要
す

る
に
過
ぎ

諏
が
、
同
じ

帆
船

に
て
竜

、
追
風

を
受
け

滋
と
き

は
百

二
十

日
乃
至
百
四
十
四

日
を
要

す
る
。
然

る
に
…貨
物
汽
船

は

い
つ
も
十
週

φ

、



問
で

此
航
海
を
成

就
し
、
弱

い
速
力

の
竜

の
で
あ

つ
て
竜

、
族
客
汽
船
な
ら
ば

、

い
つ
も

、
六
週
間

を
要

す
る
だ

け

で
あ

る
。

小
樽
港
と
利
尻
島
と
を
往
復
し

π
る
帆
船

の
船
頭

の
談

に
よ
れ
ば

、
往
航

に
は

一
書
夜
牛

を
要

し
た

る
に

過
ぎ

ざ
る
に
復

航

に
は
約
七
書
夜

を
要
し

カ
と

の
こ
と
で
あ

る
。
然

る
に
汽
船

の
所
要
時
間

は
殆
ど
確
定
的
で
あ

つ

て

い
つ
竜
+
四
五
時
間
を
要
す

る
の
で
あ

る
。

さ

て
、
商
品

の
う
ち
に
は
、
航
海
期
間

の
不
確
實
な

る
帆
船

の
運
逸

に
耐

え
る
も

の
が
あ

る
。
即
ち
永
く
保
存

に

耐

え
る
物
、
例

へ
ば
石
炭

、
難
穀
、
磯
物

、
木
材
等

の
如
き
是
で
あ

る
。
勿

論
、
現
時
に
於

て
は
、
此
等

の
商
品

の

大
部
分
竜

亦
汽
船

に
よ

つ
て
運
邊
さ
れ
て
ゐ
る
。
然

し
乍
ら
其
根
本
原

因
は
汽
船

に
よ

る
航

海

の
期
間
が
確
定

さ
れ

叉
は
短
縮

さ
れ
た
と

い
ふ

こ
と

よ
り
も
、
む
し
ろ
、
汽
船

は
帆
船

に
比

し
て
大
量
運
途
を
爲

し
得

る
の
み
な
ら
ず
海

難
傘
が
低

い
と

い
ふ
黙

に
あ
る
と
思
は
れ

る
。
此

の
黙

は
後

に
述
ぶ

る
こ
と

㌧
す

る
。
右

の
如
く

一
方

に
は
航
海
期

聞

の
不
確
定

に
耐
ね

る
商
品
が
あ

る
け
れ
ど
竜

、
他
方

に
は
此
不
確
定

に
よ

つ
て
海
上
商
品

か
ら
除

外

さ
れ
る
商
品

が
澤
山
あ
る
。
此
等

の
竜

の
は
、
汽
船

に
よ

つ
て
、
は
じ

め
て
海
上
交
換

の
目
的
と
な

る
の
で
あ

る
。

例

へ
ば
腐
敗

し
易
き
商
品

、
野

菓
、
果
實
及

び
畜
産
品
等

の
如
き
是
で
あ

る
。

か
な
り
以
前
か
ら
英
國

は
規

則
的

に

フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ

ッ
、
デ

ム

マ
ル
ク
、

ス
ペ
イ

ン
等

か
ら
卵

、
家
禽

、

バ
タ
、

オ

レ
ン
ヂ
及
び

シ
ト

ロ
ン
等
を
輸

入
し

て
ゐ
る
。
も
し
此
等

の
も

の
が
多
数

の
汽
船

に
依

つ
て
運
迭
さ
れ
る

の
で
な

か

つ
π
な
ら
ば

、
英

國
人

の
生
活

海

蓮

業

の

集

中

四
八

一
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四
八
二

は
現
在

の
そ

れ
と

は
大

い
に
異

つ
て
ゐ
完
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
今

日
で

は
冷
藏

法
を
用

ひ
て
、
之
等

の
食
料
を
永
く

保
存
し
得

る
。

さ
れ
ど

、
之
は
最
近

の
事
實
で

あ
る
。

の
み
な
ら
ず
此
方

法
を
用

ふ
る
に
は
、
船
上

に

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
源
泉

π
る
蒸
汽

の
存
在
が
必
要
で
あ

る
。

蛮

π
、
到
着

期

日
が
確

定
的
な

る
が
駕

め
に
、
海

上
商
品
と
な
る
も

の
が
あ

る
。
例

へ
ば

、
季
笛
的
商
品
、
流
行

品
及

び
奢
修
品
等
是
で
あ
る
。
此
等

の
物
品
は
、
し
ば
み
＼

一
時

的

の
欲
望
を
満
足
す

る
も

の
で
あ

る
。

ア

メ
リ

カ

ヘ

へ

う

へ

の

ゐ
し
や
れ
な
婦

人
は
、
結
婚
式

、
舞

踏
會
叉

は
競
馬

の
間
に
合

ふ

こ
と

の
確

信
を
有
力
な
け
れ
ば
、
そ
れ
等

に
用

ふ
べ
き
晴
着

を

パ
リ

へ
註
文
し
な

い
で
あ
ら
う
。
凌

力
、
非
常

に
多
く

の
顧
客
を
有
す

る
デ

パ
ー
ト
メ

ン
ト

・
ス
ト

ー
ア
か
ら
磯
途

き
れ
る
商
品

の
多
く

に

つ
い
て
竜
同
じ

こ
と
を
言

ふ

こ
と

が
出
來

る
。

十

二
月

二
十
四
日
の
夜
ま
で

に
到
達
す

る
の
確
信
を
有
せ
ざ
る
と
き

は
、
多

く

の
人

々
は

ク
リ

ス

マ
ス

・
プ

レ
ゼ

ゾ
ト
を
逡
る
に
躊
躇

す

る
で
あ

ら
う
o

・

然

し
乍
ら

、
航
海
期
間

の
確
定

に
依

つ
て
最
竜
引
き

つ
け
ら
れ
π
も

の
は
旅
客
で
る
。
顧

る
に
、
往
時

の
族
行
者

の
運
命

は
悲
惨

な
も

の
で
あ

つ
允
。

「
可
愛

い
子

に
は
族

さ
せ
よ
」
と

の
古

諺
は
よ
く
此
間

の
消

息
を
傳

ふ
る
。
實

に
、
彼

は
何
時
出
磯
し
得

る
か
を
知

ら
な

い
。

而
し

て
出
帆
す
れ
ば

、
何
時
到
着
し
得

る
か
を
知

ら
澱
。
從

つ
て
旅

行

は
稀

で
あ

つ
カ
。
族
行

日
激

は
長

距
離

の
航

海

に
於

て
は
、
時

に
牛
減

し
時

に
倍
加
し

だ
。
小
樽
港
と
余
市
港
と



{

を
往
復
す

る
帆
船

の
船
麟

の
談
に
よ
れ
ば
、
好

天
の
時

に
は
小
樽

に
入
港
し
π
る

日
の
夕
方
出
港
す
れ
ど

も
天
候
瞼

悪

の
爲

め

一
週
間
以
上

の
滞

在
を
絵
儀
な
く

せ
し

め
ら
れ
カ

こ
と

は
少
く

な

い
と

い
ふ
。
從

つ
て
、
豫

め
旅
程
を
作

る

こ
と
は
不
可
能
で

あ

つ
π
。
す

べ
て
の
族
行
計

叢
は
航
海

に
依

つ
て
左
右

せ
ら
れ
π
。
然

る
に
、
航
海

日
数

を
豫

定

し
得
る
や
う

に
な

つ
て
か
ら

は
、
す
べ

て
の
事

情
は
愛

化
し
π
。
而
し
て
、
海
運
業

の
顧
客

は
、
俄
然

、
激

塘
し

π

の
で
あ

る
。

か
く

の
如
く

に
族
客
及

び
移
民

の
檜
加
し
π

る
必
然
的

の
結
果
と
し

て
郵
便
物

竜
著
し
く
壇
加

し
虎
の
で
あ

る
。

然

う
而
し

て
、
此
等

の
族
客
及

び
郵
便
物
は
、
前

述
せ
る
腐
敗
し
易
き
商
品

叉
は
流
行
品
よ
わ
も
、
遙

か
に
贅
澤
な

る
要
求
を
有
す
る

こ
と
は
見
逃
す

べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ

る
。
何

故
な

れ
ば

、
此
要
求

こ
そ

は
、
海

上
運
迭

に
、
更

に

一
段

の
集
中
的
傾
向
を
帯
ば

し
め
カ

る
二
つ
の
新
事
實

を
、
生

み
カ
る
が
故
で
あ

る
。
然

ら
ば

、
そ

の
二

つ
の
新

事
實
と

は
何

ぞ
や
。

曰
く

、
定
期
航
路
及
び
快
速
航
海

即
ち
是
で
あ

る
。
節

を
改

め
て
先

づ
順

次
に
之
等

を
論
じ
て

見
や
う
。

暑

C

定

期

航

路

定
期
航
路
の
特
質

に
し

て
、
唆
虎
長
所
と
認

む
べ
き
も
の
は
、
航
海
期
間
確
定
せ
る
こ
と
の
外
、
航
海

の
週
期
的

海

蓮

業

の
集

中

四
入
三

鳶
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な
る

こ
と
で
あ

る
。
蓮

邊
さ

る

＼
も

の

＼
う
ち

に
は
、
明
確

な
る
航
海

の
日
割
時
間
割
が
成

立
せ
る
駕

め
に
、
は
じ

め
て
、
海
上
を
運
迭

さ
る

＼
に
至

つ
π
も

の
が

あ
る
。
ま

泥
、
定
期
航

路

の
創
設

に
よ

つ
て
、
は
じ
め
て
、
生
産

者

と
海
外

の
消
費
者
と

の
間

に
織
績
的
な

る
通
信
が
成
立
す

る
。
鼓

に
、
は
じ
め
て
、
す

べ
て
の
族
客
は
其
族

行
日
藪

に
慮

じ

て
、
海
陸

の
旅
程

を
作
成
し
う

る
の
で

あ
る
。

.

か
く

の
如
く
定
期
航
路

の
利

盆
は
重
大
で
あ

る
が
、
定
期
航
路

の
開
設
は
、
恐
ろ
し
く
、
海
運
業

者

の
任
務
を
複

雑
な
ら
し

む
る
。
新
し

い
多
歎

の
義
務

を
、
彼

に
負

は
し

む
る
の
で
あ

る
。
殊
に
、
互
額

の
資
本
を
投
ぜ
し
む
る
の

で
あ
る
。
實

に
、
彼

の
要
す

る
も
の
は
、
普
通

の
汽
船

に
非
ず
し
て
、
高
償

な
る
船
舶
な

の
で
あ

る
。
否

、
高
債
な

る
船
舶

の

一
隊
な

の
で
あ
る
。

例

へ
ば
、

カ

レ
ー
と

ド

ー
ヴ
ア
の
連
絡

に
は

、
毎

日
各
方
向

へ
二
同
宛
出
毅
す

る
が
、
そ

れ
に
は
汽
船

四
隻
と
豫

備

船
と

し

て
、
そ

の
外
な
ほ

一
隻
を
要
す

る
の
で
あ

る
。
即
ち
五
隻

の
汽
船

隊
を
要
す

る
。

ニ
ェ
ー

ヨ
ー
ク
と

ル

・
ア
ー
ブ

ル
間

に

一
週

一
同

の
航
海
を
爲

す

に
は
汽
船
六
隻
即
ち
四
隻

の
現
役
船
と

二
隻

の

豫
備
船

と
を
要
す

る
。
之
を
前
例

に
比
す
れ
ば
頻
繁

の
度
は
小
さ

い
が

、
距
離

に
於

て
約
千

倍
で
あ

る
(約
三
千
浬
)。

.ま
尤

日
本

か
ら
欧
洲

(
一
万
四
千
浬
)
懐

で

二
週
間

に

一
回

の
航
海
を
駕

さ
し

む
る
に
は
現
役
船
十

一
隻

を
要
す

る

の

で
あ

る
。
之

を
要
す

る
に
、
あ

る
定
期

航
路
に
從
事

す
る
商
船

隊
を
構

成
す

る
汽
船

の
歎

は
登
航
同
歎

と
距
離
と

に



ヨ

比
例
し

て
塘
加
す
る
。
か
く

の
如
く

、
定
期
航

路

に
於

て
は
、
・商
船
隊
が

、
孤
立
せ
る
船

舶

に
代

つ
π

の
で
あ
る
。

乙
れ
即
ち
、
海
運
業
集
中

に
向

つ
て

の
進
行
途

上
の
決
定

的

一
歩
で
な
け

れ
ば
な
ら

諏
。

つ
ぎ
に
長
距
離
の
定
期
航
路
に
は
し
ば
ー

接
績
線
又
は
補
助
線
の
俘

ふ
乙
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
諏
。
事
實
上
、

此
種
の
航
路
を
設
く
る
之
と
は
、
他
航
路
の
創
設
よ
う
も
容
易
で
あ
る
。
例

へ
ば
欧
洲
極
東
線
と
欧
洲
濠
洲
線
と
を

接
績
す
る
は
容
易

で

あ

る
。
何
故
な

れ

ば
、
此
等
の
二
航
路
は
地
中
海

、
ス
エ
ズ
運
河
、
紅
海
及
び
印
度
洋
に
於

て
、
長
距
離
に
亙
る
共
通
路
を
有
す
る
。
從

つ
て
、
此
等

二
線

の
寄
港
地
を
倍
加
し
叉
は
交
互
に
寄
港
す
る
や
う
に

雨
線
を
接
績
す
る
は
有
利
な

こ
と
で
あ
る
。
か

＼
る
實
例
は
幾

つ
も
あ
る
。

ま
た
、
日
本
か
ら
直
航
す
る
の
費
用
を
償

ふ
に
足
ら
な

い
港
灘
ま
で
の
補
助
線
を
本
線
に
結
合
す
る
は
有
利
な
こ

と
で
あ
る
。
此
等

の
支
線
は
鐵
道
の
本
線
に
封

す

る

地
方
鐵
道

の
役
目
を
果
た
す
。
彼
は
族
客
及
び
貨
物

を

供
給

す
る
。

而
し
て
、
海
運
業
縄
管
上
、
す
べ
て
の
場
合
を
通
じ
て
、
孤
立
せ
る

一
航
路
は
到
底
、
接
績
線
又
は
補
助
線
を
有

す
る
も
の
と
競
箏
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同

一
の
管
理
及
び
支
配
の
下
に
來
る
此
等
諸
線

の
結
合
は
、
眞
に

経
濟
的
要
求
を
満
す
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
漁
。
か

㌦
る
要
求
に
よ
つ
て
、
海
蓮
會
肚
は
盛

に
多
歎

の
航
路
を
建
設

す
る
の
で
あ
る
。
わ
が
日
本
郵
船
會
肚
の
如
き
は
、
三
十

一
線
か
ら
成
立
し
、
殆
ど
全
世
界
を
蔽

ふ
程

の

一
大
航
路

海

蓮

業

の
集

中

四
八
五
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網

を
張

つ
て
ゐ
る
。
ま

π
、
大
阪
商
船

の
航
路
網
を
見

る
に
海
外
及

び
殖
民
地
に
達
す

る
も

の
二
十
九
線

に
し

て
、

内

地
航
路
に
属
す
る
竜

の
、
實

に
、
十
七
線

の
多
き

に
達

し

て
ゐ
る
と

い
ふ
(註
)。

(
註
)

伊
東
来
治
鄭
氏
著
H
本
の
海
蓮
附
録
謬
照
。

上
來
、
説
け
る
、
す
べ
て
の
事
情

は
、
大
企
業

の
建
設

に
協
力
す
る
。
然
う
、
大
企
業
の
み
克
く
、
定
期
航
路
に

要
す
る
大
商
隊
を
建
造
及
び
運
用
し
得

る
の
で
あ
る
。
之
れ
、
實
に
総
噸
籔
五
十
萬
噸
以
上
を
所
有
す
る
大
海
運
會

肚
の
機
生
し
カ
る
所
以
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

D

快

速

航

海

新

し

い
蓮
邊

の
目
的
は
前
述

せ
る
が
如
く

、
定
期
航
路

の
建
設

を
要

求
し
完

の
で
あ

る
が

、
な
ほ
、
そ

の
上

に
快

速

な

る
航
海

の
成
就

を
求

め
π
。
殊

に
族
客

に
於

て
然
う
で
あ

る
。
實

に
旅
客
に
と

つ
て
は
、
航
海

の
速
度

は
競

孚

二
航
路
間

の
選
揮

の
原
因
π
る
の
み
な
ら
ず
、
族

行
す

べ
き

や
否

や
を
決
定
す

る
も

の
で
あ

る
。
欧

洲

の
商
人
が

ニ

ー
ー

・
ヨ
ー
ク
に
て
四
+
入
時
間
滞
在
し
太
西
洋
を
往
復
す

る
と

せ
ば
、
+
五
日
間

の
不
在
と
な
る
。
も
し
、
航
路

の
長

さ
が
、
族
行

日
歎
を

、
更

に

一
週
間
延
長
す

る
と

せ
ば
、
彼

は
恐
ら
く
や

、
此
計

書
を
断

念
し
π
で
あ
ら
う
。

從

つ
て
、
速
力
競
雫
は

必
然

的

に
登
生
し
π
。
少
く

と
も
、
・旅
客
船

を
運
用
す

る
船
會
肚

の
間

に
起

つ
π

の
で
あ



●

る
。
此
競
孚

も
亦
、
産

業
的
集
中
に
直
接

の
作
用
を
駕
し

た
。
何
故

な

れ
ば
、
速
力

は
恐
る

べ
き
程

度
に
懐
で
費
用

を
塘
加
す

る
か
ら
で
あ

る
。
凡
そ

、
速
力
を
塘
加
せ
し

め
ん
と
す

れ
ば

、
其
速
力

の
立
方

に
比
例
す

る
量

の
石
炭
を

浩
費

せ
ね
ば
な
ら

諏
。
換
言
す
れ
ば
、
船
舶

の
速
力
を
倍
加
す

る
に
は
、
入
倍

の
石
炭

を
燃
や

さ
ね
ば
な
ら

諏
。

而

し

て
汽
機

及
び
汽
罐

の
重
量
及

び
馬
力

は
右
と
同
じ
比
例

を
以

て
塘
加
す

る
。
故
に
、
速
力

の
大
な

る
船
舶

を
建
造

し
運
用
す

る
に
は
、
多
大

の
経
費

を
要
す

る
の
で
あ

る
。
殆
ど
同

じ
分
量

の
貨

物
と
、
殆
ど
同
じ
数

の
旅
客

と
を
運

邊
し
得

る
、
而
し

て
速
力

を
異

に
す
る

二

つ
の
船
舶
を
比
較
す

る
と
き

は
、
我
等

は
此

の
黙

に

つ
い
て
、
明
確

な
る

観
念
を
得

る

の
で
あ

る
。
彼
等

の

一
つ
は
、
試
運
韓

に
於

て
、

二
三

。
五
飾

を
走

つ
カ

フ
ラ

ン
ス
號
と

い
ふ

コ
ム
メ

ニ
ユ
ー
、

ぜ
ネ
ラ
ル

・
ト
ラ

ン
ス
ア
ト
ラ

ン
チ

ッ
ク
所
屡
船
で
あ
う

、
他

は
同
じ
會
肚

の
船

舶
に
し
て
、
速

力
が
よ

う
小

な
る

シ
カ
ゴ
號
で
あ

る
。
此
船
舶

は
試
運
轄

に
於

て
、

一
六

・
九
節
走

つ
カ

の
で
あ

る
。
彼
等

の
能
力

は
殆
ど

等
し

い
。
即
ち

フ
ラ

ン
ス
は
重
量

噸
歎

に
於

て
、
六
、
三
入
四
噸
で
あ

う
、

シ
カ
ゴ
は
六
、
二
九
六
噸
で
あ

る
。

フ

ラ

ン
ス
は
族
客

一
、

一
六

一
人
と

、
移

民
七

二
四
人
、
即
ち
合
計

一
、
入
入
五
人
を
積
載
し
得

る
。

シ
カ
ゴ
は
三
五

入
人

の
族
客
と

、

一
、
二
五
九
人

の
移

民
、
即
ち
合
計

一
、
六

一
七
人

を
運
逸
し
得

る
。
然
し
乍

ら

フ
ラ

ン
ス
の
機

關

は
四
三

、
六
〇
〇
馬

力
な
る
に
、

シ
カ
ゴ
の
そ

れ
は

、
僅

か

に
、
入
、
○
○

○
馬

力

に
過
ぎ
な

い
。

右

の
結
果
と
し

て
、
総
噸
歎

を
見
る
に
、

フ
ラ

ン
ス
は

二
三
、
七
六
九
噸
に
達
す

る
が
、

シ
カ
ゴ
は

一
〇
、
五
〇

海

蓮

業

の

集

中

'

「

四

八
七

■
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一
噸
で
あ

る
。
從

つ
て
、

フ
ラ

ン
ス
は
ア

ー
ブ

ル
か
ら

ニ
ユ
ー

・
ヨ
ー
ク
ま
で
を

、
約

百
四
十
四
時
間

に
て
走

る
大

船
舶
で
あ

る
が

、

シ
カ
ゴ
は
之
に
五

十
六
時
間
を
加

へ
π

る
二
百
時
間

を
要
す

る

の
で
あ
る
。

さ
て
、
我
等
は
太
西
洋

の
横
断

に
於

て
、
五
十
六
時
間
を
節

約
し
短

縮
す

る
が
爲

め
に
、

フ
ラ

ン
ス
號
が
、
彿

ふ

犠

牲
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

懐
づ
建
造
費

に

つ
い
て
見
や
う
。
職
前

に
建

造
さ
れ
た

フ
ラ

ン
ス
號

は

二
千
七
百
萬

フ
ラ

ン
を
要
し
π
が
、
同
じ

く
職
前

に
建
造

さ
れ
だ
る

シ
カ

ゴ
は
三
百
萬

フ
ラ

ン
を
要
し
穴

の
み
で
あ

る
。
即
ち
其
間

に
二
千

四
百
萬

フ
ラ

ン
の

開
き
が
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス
號

は
非
常

に
贅
澤

な
船
で
あ

つ
て
、
特

殊

の
注
意
を
以

て
装
飾
さ
れ
、
上
等

な

る
器
具
が

備

へ
付

け
ら

れ
て
ゐ
る
か
ら
、
速
力

の
み
を
原
因
と
す

る
償
額

の
開
き

を
二
千
萬

フ
ラ

ン
に
減
縮
す

る
の
が
合
理
的

で
あ

る
。

而
し
て
、
船
舶
建
造

の
爲

め
に
、
二
千
萬

フ
ラ

ン
を
固
定
す

る
と
き
は
、
次

の
如
き
費
用
を
年

々
件

ふ
の

で
あ

る
。一

、
」船
〃憤
償
却

(
二
十
年
間
二
千
万
フ
ラ
ン
に
封
し
五
%
の
割
)

一
、
○
○
○

、
○
○
○

フ
ラ

ン

ニ
、
海
∵止
保
論
い料

(原
債
の
五
%
)

一
、
○
○
○

、
○
○
○

フ
ラ

ン

三
、
資

本
に
劃
す

る
利
子

(
五
%
)

一
、
○
○
○
、
○
○

○

フ
ラ

ン

合

計

三
、
○
○
○
、
○
○
○

フ
ラ

ン



之
だ

け
で

、
既

に
、

シ
カ
ゴ
號
よ
b
も
、
毎
年

三
百
萬

フ
ラ

ン
だ

け
多
く

の
費
用

を
要

す

る

の

で

あ
る
。

し
か

も

、
此

の
三
百
萬

フ
ラ

ン
は
、
資
本

に
封
す

る
費

用

に
過
ぎ

な

い
。
從

つ
て
、
我
等

は
運
航
費

に

つ

い
て
の
比
較
を

駕

さ
ね
ば
な
ら

臓
。

運
航
費

の
第

一
に
來

る
も

の
は
燃
料
費
で
あ

る
。
さ
れ
ば

、
我
等
は
石
炭
消
費

に
於

け
る
差
異

を
見

や
う
。
太
西

洋
横
断

に
於

て
、

フ
ラ

ン
ス
號
は
約
六

、
○
○
○
噸

、

シ
カ
ゴ
號

は

一
、
九
〇

Q
乃
至

二
、
○
○

○
噸

の
石
炭

を
消

費

す

る
。
即
ち
、
少
く
と
も
、

フ
ラ

ン
ス
號

は
四
、
○
○
○
噸
だ
け
多
量

の
石
炭
を
焚
く
。
毎
年

二
+
同

の
横
断

を

儒

す
と
す
れ
ば

、
其
差

は
實

に
入
萬

噸
と
な

る
。
燃
料
炭

一
噸
三
十

フ
ラ

ン
と
す
れ
ば
、
燃
料
費

に
於

て
、

二
百
四

十
萬

フ
ラ

ン
の
増
加

で

あ

る
。
最

近
時

の
炭
債
を
以

て

計
算
す

れ
ば

、

一
千
萬

乃
至

二
千
萬

フ
ラ

ン
の
壇
加

で
あ

る
。
最
低

の
歎
字

を
探

つ
て
、
之
を
資
本

の
負
憺
額

に
加

ふ
れ
ば

、
千
三
百
萬

フ
ラ

ン
と
な

る
。

つ
ぎ

に
、
旅
客
船

な

る
浮
揚

せ
る

ホ
テ
ル
の
運
用

を
確

保
す

る

一
般

の
事
務
員
を
除
外

し
カ

る
甲
板
及
び
機
關
部

員

即
ち
眞

の
意
味

に
於

け
る
乗
組
員

に
關
す

る
費
用

を
指
摘

せ
ね
ば
な
ら

諏
。

フ
ラ

ン
ス
號

に
は
三
百
人
に
し

て
、

其
う
ち

二
百
五
十
人
は
機
關
部
に
厨
す

る
。

シ
カ
ゴ
號
に
は
百
人
で
あ
る
。
而
し

て
、
此

二
百
人

の
差

は
年

々
、
百

五

+
萬

乃
至

二
百
萬

フ
ラ

ン
の
費
用

の
差
異
を
意
味
す
る
。

か
く

て
、
我
等

は
、
鯨
分

な
る
費
用

が
千

五
百
萬

フ
ラ

ン
に
達
す
る
を
見
る

の
で
あ
る
。
そ

の
上
、
我
等
は
.、
諸

海

蓮
業

の
集

申

四
八
九
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修
繕

、
維
持
、
汽
罐
取
替
等

に
甚

だ
多
額

の
費

用
を
要
す

る

こ
と
を
指
摘

し
な

か

つ
π
の
で
あ

る
。
從

つ
て
、
此
千

五
百
萬

フ
ラ

ン
の
年
費

は
、

フ
ラ

ン
ス
號

の
族
客

の
節

約
す

る
五
十
六
時
間

の
慣
格
を
示
す
竜

の
で
あ
る
。

か

＼
る

過
大
な

る
要
求

を
有
す

る
族
客
船

を
運
用

せ
ん
が
爲

め
に
は
、
有
力
な

る
集
中

を
要
す
る
も

の
な
る

乙
と
、
言
を
侯

だ
な

い
。

前
述

の
如
く

、
速
力

の
檜
加

は
船
舶
経
費

の
非
常
な

る
膨
脹
を
意
味
す

る
を
以

て
、
職
後

の
不
況
封
策
と

し
て
、

船

足
を
逞
ら
せ
る
方
法
が
用

ひ
ら
れ

る
。
例

へ
ば
船
足

の
速

い
の
を
誇
り
と
し

て
ゐ
た

ア
メ
リ
ヵ
の
ダ
ラ

ー

・
ラ
イ

ン
の
如
き

は
、
そ

の
船
舶
を

し
て
從
來

、

桑

港
横

濱
間

を
十
六

日
、

シ
ヤ
ト

ル
横
濱

問
を

十

二
日

に

て

航

行
せ
し

め
、
以

て
日
本
郵
船
及
び
大
阪
商
船

を
脅
威
し
カ

の
で
あ

る
が
、
來

る
十

二
月
よ
り
経
費
節
減

の
目
的
を
以

て
日
本

船
並

の
速
力

に
減
す
と

の
こ
と
で

あ
る
(註
)。

(
註
)

東
京

朝
日
新
聞

、
昭
和

二
年
十

一
月

十
日
。

顧

る

に

、

汽

船

航

海

の
初

期

に
於

け

る

族

客

船

は

入

乃

至

九

節

を

走

る

に

過

ぎ

な

か

つ
π

。

キ

ェ

ー
ナ

ー
ド

の

ブ

リ

タ

ニ
ァ

(
一
八
四
〇
年
進
水
)

は

入

節

年

の
速

力

を

有

し

カ

。

一
入

六

四

年

、

コ

ム

バ

ニ

ユ

・
ぜ

ネ

ラ

ル

・
ト

ラ

ン

ス

ア

ト

ラ

ン

チ

ッ

ク
が

使

用

し

π

る

ワ

シ

ン

ト

ン
號

及

び

ラ

フ
ァ

エ
ッ

ト
號

は

.
共

に

+

二
節

に

達

し

π

讐
け

で

あ

る

。

一
入

入

三

年

、

ノ

ル

マ

ン
ヂ

ィ

ー
號

が

、

試

運

轄

に
於

て

十

七

ノ

ッ
ト

を

出

し

た

る

と

き

に

は

、
彼

は

超

快

速



船
と
考

へ
ら
れ
π
。

而
し
て
、

こ
の
世
紀

の
初

頭
懐
で

は
、
激
烈

な
る
速
力
競

孚
が
行

は
れ
た
。
主
と
し

て
、

イ
ギ

リ

ス
、

ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス
の
族
客
船

の
間
に
於

て

璽
あ
る
。

一
九
〇
七
年

、

キ

ェ
ー
ナ

ー
ド
の
有
名

な

る
姉
妹
船

モ
γ
タ

ニ
ア
と

ル
シ
タ

ニ
ァ
と

は
、
五
萬
馬
力

の
機
關

を
備

へ
て
、

二
十
六
節

の
速
力

を
示
し
尤
。
而
し

て
、
英

國

ヘ

へ

も

政
府
は
、

キ

ュ
ー
ナ

ー
ド
に
劃
し

て
、
此

二
つ
の
海

の
章
駄

天
の
建
造
及

び
蓮
用

が
惹
起
す

る
費
用

の
負
憺

に
耐

皇

し

む
べ
き
旨
を
特
約
し
π

の
で
あ

る
。
然

し
乍
ら
、

一
般

に
か

＼
る
快
速
船

に
要
す

る
莫
大
な

る
費
用

は
、
到
底
運

航
上

の
牧
入
に
依

つ
て
、
償
は
れ
べ
く
竜
な

い
の
で

、
自
然
、
速

力
競
孚
は
終
り
を
告
げ
π
。
而
し
て
、
濁
逸

の
海

運

會
杜
な

る

ハ
ム
ブ
ル
グ

・
ア

メ
リ
カ
及

び
北
濁

ロ
イ
ド
は
大
船

に
し

て
、
速
力

の
比
較
的
小
な

る
、
而
し
て
設
備

の
素
晴
ら
し
く
贅
澤
な

る
イ

ム
ペ
ラ
ト

ル
型

の
船
舶
を
建
造
し
て
、
手
本
を
示
し
π
。
職
後

に
於

け
る
、
石
炭
及

び

其

他

の
物

の
騰
貴

は
速
力
を
愈

々
盆

々
高
債

な
ら
し

め
π
。
即
ち
最
近

の
族

客
船

は
+
年
前

に
建

造
さ
れ
π
る
も

の

よ
わ
も

一
般

に
速
く
な

い
の
で
あ

る
。

E

大

船

E

舶

船

舶

の
大

さ

は

其

速

力

と

並

行

し

て
壇

加

し

π

。

一
入

三

入

年

に

は

長

さ

六

+

五

米

に

し

て

、

総

噸

歎

一
、

三

四

〇

噸

な

る

グ

レ

ー

ト

・
ウ

エ
ス

タ

ン
號

は
驚

異

の
的

と

な

つ
禿

。

ま

カ

、

ホ
ワ

イ

ト

・
メ

タ

ー

・
ラ

イ

ン
の
第

一
船

海

蓮

業

の

集

中

四
九

一
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九
二

と
し
て
、
當
時
名
聲
高
か

つ
π

オ
セ
ァ

ニ
ッ
ク
號

は
、

一
入
七

一
年

二
月
大
西
洋

上
に
其
雄
姿

を
現
し
カ

の
で
あ

る

が
、
其
長

さ
は
百
三
十
米
に
し
て
、
其
総
噸
敷
は
三
、
六
〇

一
噸
に
過
ぎ
な
か

つ
カ
の
で
あ
る
。
然

る
に

ル
シ
タ

ニ

ァ
は
長

さ

二
百
三
+
二
米

に
し

て
三

二
、
五

〇
〇
噸

の
大
船
で
あ

う
、

マ
ジ

エ
ス
チ

ッ
ク
は
長
さ

二
百
七
十
八
米
に

及
び
総

噸
数

五
六
、
○
○
○
噸

に
達
す

る
互
船
で
あ

る
。

し
か
も
瓢
商

船

の
大
さ

の
極
度
は
、
す
で

に
到
達
し
π
と

は
思
は
れ
な

い
。
技
術
的

に
は
、
此
極
限

は
甚
だ
遠
く

に
在
る
。
博
識

な
る

7
ラ

ン
ス
の
技
師

ベ
ル
タ

ン
は
、

一
九

一
入
年

、
奨
働
協

會

の
講
演

に
於

て

次

の

如

く

語

つ

π
。

曰
く

「
蒸
汽
機
關
と
石
炭
燃
料
と
を
以

て
し
て
は
、
長

さ
三
百
米
、
吃

水
+

二
米
、
幅
三
十
米
を
超
過
し
得

な

い
」

と
。
彼

は
更

に
附
言
し

て
曰
く

「
然
し
乍
ら
重
油
を
使
用
す

る
内
燃
汽
關
式

モ
ー
タ

ー
を
以

て
す

れ
ば
、

モ
」

タ

ー
と
燃
料
と

の
重
量
を
年
減
し
5
る
。
か
く

て
、
將
來

に
於

て
は
、
四
百
乃

至
四
百
五

+
米

の
長

さ
、
四
+
乃
至

四
十
五
米

の
幅

、
十
三
乃
至
十
五
米
の
吃
水
を
有
す

る
族
客
船
を
計
書
し
う
る
。
其
結
果
と
し

て
、
十
萬
噸

の
船
舶

が
出
現
す
る
わ
け
で
あ

る
L
と
述

べ
て
ゐ
る
。

`

さ
れ
ど
、
経
濟
的
極
限
は
此
技
術
的
豫
測

以
下

に
あ

る
。
か

＼
る
大
船
を
建
造

す

る

だ

け

が

、
す
べ

て

Ψ
は
な

い
。
此
等

の
船
舶

は
港
濁

へ
入
津
せ
ね
ば
な
ら
顧
。

即
ち
、
其
吃
水

に
劃
し
て
充
分

に
深

い
水
路
、
其
大
さ
に
劉
し

て
充
分

に
廣

い
水
門
、
埠
頭
及

び
水
面

が
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
き
ら

に
ま
π
、
其
所

有
者
は
之
に
滞
載
す
る
に
足

る



程

の
多
量
な

る
貨

物
及

び
族
客
を
見
付

け
得

る
機
會
を
も
π
ね
ば
な
ら

諏
。
も
し
、
大
船
が
積

不
足
に
て
航
海

せ
ね

ば
な
ら

澱
と
す

れ
ば
、
其
煙
商
交

通

に
封
し

て
適
當

な

る
小
船

を
保
存
す

る
に
若
く

は
な

い
の
で
あ

る
。

さ
て
、
將

來

の
如
何

は
暫
く
措
く
。
現
在

の
事
實

と
し
て
は
、
年

々
歳

々
、
各
種

の
船
舶
殊
に
族
客
船

の
李

均
の

大
さ

は
明
か

に
塘
加

し

つ

＼

あ

る
。
す
で

に
、

一
九

二
四
年

に
於

て
、
北
太
西
洋
航
路

に
從
事
す

る
入

つ
の
船
舶

は
、

ス

エ
ズ
運
河
を
通
過
す

べ
く

、
あ
懐
う
に
互
大
で
あ

つ
π
。
即
ち
小
さ

い

も

の

か

ら

順

に
列
基

す
れ
ば

、
此

等

の
入

つ
の
船
舶
と
は
、

モ
レ
タ

ニ
ァ
、

バ
リ
、

ホ
メ
リ
ッ
ク
、
ア
キ
タ

ニ
ァ
、
オ
リ

ム
ピ
ッ
ク
、

ベ
ラ

ン
ガ
リ
ァ

(
前
名

イ

ム
ペ
ラ
ト
ル
)
、

レ
ヴ
ア
イ
ア
サ

ン

(
前
名

プ
ア
タ

ー
ラ

ン
ド
)
、

マ
ジ

エ
ス
テ

イ

ツ
ク

(
前
名

ビ

ス

マ
ル

ク
)
等
是
で
あ

る
。
最
近

、

フ
ラ

ン
ス
船

イ

ー
ル

・
ド

・
フ
ラ

ン
ス
が
之
に

つ
け
加

へ
ら
れ
カ
。

さ
れ
ど

、

ス

エ
ズ

運

河
會
肚

の
着
手
し
カ
る
工
事

の
完
成

は
、
藪

年
内
に
、
吃
水
三
十
六

吠
の
船
舶

の
通
航
を
許
す
で
あ

ら
う
。
か
く

て
、

ス

エ
ズ
は

パ
ナ

マ
を
通

過
し
得

ざ

る
船
舶
を
迎
ふ
る

こ
と
が
出
來

る
。
鼓

に
於

て
、
最

近

の
工
事

、
例

へ
ば

パ

ナ

マ
運
河

の
開
通

の
如
き

竜

の
も

、
船

舶

の
大

さ

の
塘
加

に
よ

つ
て
、
其
職
能

を
充
分

に
登
揮

し
得

ざ
る
の
危
瞼

に

頻
す

る

こ
と
を
、
我
等

は
敷

へ
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

右

の
如
く
経
濟
的

必
要

は
、
大
船

互
舶

を
建

造
せ
ん
と
す

る
技
術
家

の
傾
向
を
抑

制
し
う
る
と
す
る
も

、
他
方

に

於

て
、
此
等

の
必
要
は
、
奮
式
な

る
小
型

の
船
舶
を
撲
滅
す

る
に
與

か

つ
て
力
あ

る
も

の
で
あ

る
。
即
ち
、
利
盆
を

海

蓮
業

の
集

中

四
九
三
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四
九
四

維
持

し
、
又

は
損
失
を
避

け
る
駕

め
に
、
海
運
業
者

が
其
商
船
隊
か
ら
古
船
及

び

一
般

に
小
型
船

を
除
外
し
、
叉

は

繋
船
す
る

こ
と
は
、
海
蓮
界

の
不
況
時

に
於

て
、
主
と
し

て
行

は
れ
る
(註
]
)。
即
ち

、
好
況
時
に
於

て
は
、
あ

ら
ゆ

る
運
逸
具
を
利
用
す

る
が

、
不
況
時

に
於

て
は
、
最
新
式

の
設
備

を
有
し
、
且

つ
最

竜
愼
重

な
る
注
意
を
以

て
研
究

さ
れ
π
る
船
舶

の
み
が
用

ひ
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

こ
れ
、

一
九

一
二

年
以
降

、
海
運
界

を
風
靡
せ
る
不

況
の
結
果
、

ス

エ
ズ
運
河
を
通
過
す

る
船
舶

の
能
力
が
著
し
く
櫓

加
し
π
る
所
以
で
あ

る
(註
二
)。
ま

カ
、
我
國
第

一
の
貿
易
港
た

る
紳

戸
に
入
港

せ
る
外
國
貿
易
船

の
卒
均
噸
藪
が
激
壇

し
た
る
所
以
で
あ

る
(註
三
)。

(註
】
)

我
國
の
船
主
は
職
後
の
不
況
時
に
於
て
外
國
の
古
船
な
多
鍛
輸
入
し
表
。
そ
の
主
た
る
理
由
に
、
鐵
便
騰
貴
ぜ
る
爲
め
解
禮
な
目
的
と
ぜ
る

こ
と
及
び
爲
替
市
揚
に
於
け
る
圓
債
同
復
と
市
況
先
高
並
に
船
舶
關
税
引
上
説
の
刺
戟
で
あ
る
と
い
ふ
i

漉
信
省
管
船
局
の

「
大
正
十
四

年

の
海

蓮
概

況
」

に
よ

る
o

(
註

二
)

英

國
船
主
協
會

の
報

告
書
に

よ
れ
ば
、

ス

エ
ズ
か

通
過

せ
る
船

舶
の
平

均
登
簿
噸
数

は
、

一
九
〇
〇
年

に
於

て
は

、

二
、

八
三
三
噸
、

一
九

一
三
年

に
に

三
、
九

三
九
噸
、

一
九

二
〇
年

に
に
四
、
四
四
四
噸
、

一
九

二
四
年

に
に
四
、

八
六

八
噸
で
あ

ろ
。

(
註

三
)

海
事
彙
報
辻
襲
行

の
海
蓮
興
國
史

に
よ
れ
ば

、
瀞

戸
入
港

の
外
國
貿
易
船
の

平
均
総

噸
鍛
に
大

正
九
年
に
於

て
、

二
、
四
四
九
噸
な
り

し
が

大

正
十
三
年

に
於

て
は
、
三
、
四
〇

四
噸

と
な

つ
て
ゐ
ろ
。

四

最
後

に
、
海
運
業
の
集
中
を
有
利
な
ら
し

め
だ
る
、
否
む
し
ろ
、
之
を
必
要
な
ら
し
め
虎
る
特
殊
の
原
因
を
指
摘



せ
ね
ば

な
ら

な

い
。
そ

の
原
因
と
は
、
即
ち

、
職
後

に
於
け

る
船
舶
経
費

の
驚
く

べ
き
塘
加

、
是

で
あ

る
。

試
み

に
、

一
九

一
四
年
及

び

一
九

二
〇
年

に
於

て

一
族
客
船

が
大
西
洋
横
断

に
要

し
π
る
費
用

を
比
較
す

れ
ば
左

の
如
く
で
あ

る
(註

】)。

合 給 維 食 燃

持

計 料 費 料 料

一
九

一
四

年

四
、
五
〇

〇
酵

三

、○

○

○

〃

一
、七

〇

〇

〃

二
、五

〇

〇

〃

一

一
、七

〇

〇

〃

一
九

二
〇
年

二
四
、○
○
○
酵

八
、
O
O

O

〃

七
、七
〇
〇

〃

九
、○

○
○

〃

四

八
、
七
〇
〇

〃

ま

た
此
黙

に
關
す

る
我
國

の
統
計
を
示
せ
ば
次

の
如
く
で
あ

る
(註
二
)。

一
九

=
二
年

一
九

二
山
ハ
年

　

　

船
舶
修

繕
料

(
小
型

船
)

三
、O
O
O
・○
○

一
〇
、○

○
○

燃

料
(
一
噸
)

四
・五
〇

一
四

船

員

給

料

(
下
級
)

=

丁
八
〇

四
〇

食

料

(
下
級

)

八
・
0
0

二
〇

(
註

一
)

、導

o
.円
ぎ

。
。。二

冨

お
9

ρ
民

8
昏

勢
q
σq
属
簿

お
8

(
註

二
)

前

掲
海
蓮
興
國
史
第
六
〇

〇
頁
。

海

蓮

業

の

集

中

■

四
九
五
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四
九
六

我
國

に
於
け
る
船
舶
経
費
の
膨
脹
ば
蓮
賃
同
盟
を
組
織

ぜ
し
あ
た
ろ
最
大
原
因
で
あ
る
o
外
國
に
於
て
は
船

舶
會
肚
の
合
同
の
原
因
准
成
し

六
。
我
國
に
於
て
も
、
合
同
の
原
因
と
な

つ
☆
こ
と
が
あ
ろ
。
例

へ
ば
東
洋
汽
船
が
昨
年
五
月
日
本
郵
船
に
合
併

せ
ら
れ
た
の
は
i

實
は
東

洋
汽
船
の
桑
港
及
び
南
来
の
爾
航
路
に
從
事
ぜ
る
船
舶
八
隻

が
譲
渡
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
1

東
洋
汽
船
の
船
舶
は
多
額
の
経
費
な
要
し
、
欠
損

な
招

春
、
同
會
瀧
な

苦
境
の

ド

y
底

へ
隔
ら
し

め
れ

う
が
爲

め
で
あ

ろ
。

五

上
來
記
述
し
だ
る
所

に
よ

つ
て
、
海
運
業

に
於
け

る
産
業
革
命

が
如
何

に
し

て
成
就

し

π

る

か

を

不
完
全
な
が

ら
、
明

に
し
得

た
と
思

ふ
。

而
し

て
貨

物
運
迭
業

の
集

中

の
度
が
族
客
運
邊
業

の
そ
れ
に
比
し

て
弱

小
で
あ

る
所
以

を
竜
明

に
し

カ
。
然
し
乍

ら
、
そ

の
如
何
な
る
程
度

に
分
散
的
で
あ
b
、
多
藪

の
小
船
主

の
残
存
す

る
所
以

に
就

い

て
は
之

を
説
か
な
か

つ
た
。
實

に
、
貨

物
運
途
業

は
、
製

鐵
業

、
紡
績
業
其
他

の
重
要
工
業

に
比
し
て
、
遙
か
に
分

散
的
で
あ

る
の
で
あ

る
。

此
黙

に

つ
い
て
は
稿

を
改

め
て
論

じ
て
見
π

い
と

思

つ
て
ゐ
.る
。
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